
内
各
地
か
ら
47
名
が
参
加
、
首
都
東
京
が
石
原

都
政
と
一
部
大
企
業
・
財
界
の
あ
く
な
き
利
潤

追
及
に
よ
っ
て
喰
い
荒
ら
さ
れ
て
行
く
こ
と
を

目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。

▼
丸
の
内
（
東
京
駅
前
）
で
は
三
菱
グ
ル
ー

プ
が
後
楽
園
ド
ー
ム
の
52
倍
も
の
床
面
積
を
開

発
。
外
資
系
の
野
放
図
な
進
出
で
変
貌
へ
。

▼
汐
留
地
域
の
シ
オ
サ
イ
ト
再
開
発
現
場
。
超

高
層
ビ
ル
と
地
下
貫
通
道
路
。

▼
都
政
の
焦
眉
の
問
題
、
中
央
卸
売
市
場
を
外

周
か
ら
眺
め
、
臨
海
地
域
へ
。

▼
国
際
航
路
タ
ー
ミ
ナ
ル
展
望
台
か
ら
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
予
定
地
、
対
岸
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
原
因
の
高
層
ビ
ル
群
、
土
壌
汚
染
の
新
市
場

予
定
地
。
自
衛
隊
の
訓
練
の
模
様
な
ど
説
明
受

け
る
。

▼
臨
海
道
路
高
さ
87
m
の
若
州
大
橋
、
ゼ
ネ

コ
ン
と
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

が
儲
け
る
仕
組
。
「
東
京
湾
に
鉄
を
喰
う
恐
竜

が
現
れ
る
」
と
の
感
想
も
。

▼
情
報
通
信
目
的
で
建
設
さ
れ
た
テ
レ
コ
ム
セ

ン
タ
ー
。
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
発
達
で
使
わ
れ

な
く
な
り
都
職
員
の
研
修
室
に
。
ム
ダ
の
見
本
。

▼
首
都
高
速
３
号
線
か
ら
中
央
環
状
新
宿
線
に

入
る
渦
巻
き
高
速
道
の
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、

地
下
高
速
道
か
ら
地
上
４
階
一
気
に
合
流
す
る

自
動
車
道
を
走
っ
て
目
を
回
す
ほ
ど
ビ
ッ
ク
リ
。

▼
武
蔵
野
・
吉
祥
寺
の
外
郭
環
状
道
路
計
画
地

で
、
住
宅
密
集
地
を
眺
め
て
三
鷹
市
の
中
央
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
計
画
地
へ
。

▼
市
民
に
よ
る
外
郭
環
状
道
路
問
題
を
考
え
る

会
・
三
鷹
の
み
な
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。
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「
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
」

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
47
人
が
参
加

東京湾に巨大恐竜現れる！、背景は一千億円を超える工事中の若洲大橋

一
部
大
企
業
が
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
湯
水
の
よ
う
に
使
っ
て
…

…
…
参
加
者
、
驚
き
の
連
続
…

「
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
」

主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
都
市
再
生
」
で
巨
大
開
発
進
行
中
の

丸
の
内
・
大
手
町
・
有
楽
町
地
域
、
築

地
と
豊
洲
、
有
明
・
青
海
な
ど
の
臨
海

副
都
心
開
発
地
域
、
地
下
高
速
道
路
の

中
央
環
状
品
川
線
、
外
環
道
予
定
地
な

ど
、
フ
ル
コ
ー
ス
の
１
日
で
し
た
。
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
と
一
部
大
企
業
の
た
め
の

超
高
層
ビ
ル
建
設
は
、
石
原
都
政
の
も

と
で
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。
東
京
の

空
は
狭
く
な
る
一
方
で
す
。
税
金
を
投

入
し
て
立
派
な
ビ
ル
を
建
ち
上
げ
て
も
、

入
居
者
が
い
な
い
臨
海
副
都
心
開
発
。

一
つ
の
ビ
ル
の
建
設
費
が
１
０
０
０
億

を
超
え
た
と
聞
い
て
、
参
加
者
か
ら
溜

め
息
が
出
ま
し
た
。
地
下
40
ｍ
の
大
深

度
に
高
速
道
路
を
通
し
、
合
わ
せ
て
地

上
に
も
大
型
道
路
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
外
環
道
地
域
で
は
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
都
内
で
も

貴
重
な
湧
水
池
が
連
な
っ
て
い
る
こ
の

地
に
、
地
下
高
速
道
路
を
つ
く
っ
た
ら
、

大
変
な
自
然
環
境
破
壊
に
な
る
、
と
具

体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
に
よ
り
、
説
得
力
が
あ
っ
た
の
は
、

税
金
の
使
い
方
の
大
間
違
い
の
話
。
外

環
道
に
は
「
１
ｍ
１
億
円
の
建
設
費
が

か
か
る
」
と
い
う
の
は
有
名
な
話
。
50

ｍ
分
で
、
世
界
中
の
エ
イ
ズ
感
染
症
の

子
ど
も
達
の
命
が
救
え
、
６
７
０
ｍ
分

で
全
国
２
万
人
の
保
育
園
待
機
児
を
解

消
で
き
る
と
の
こ
と
。
多
数
の
人
が
必

要
と
思
っ
て
い
な
い
地
下
高
速
道
路
づ

く
り
に
税
金
を
使
う
よ
り
、
子
ど
も
達

や
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
使
う
よ
う

世
の
中
を
良
く
し
た
い
、
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
か
ら
地
下
高
速
に
入
る
時
は
、
ぐ
る

ぐ
る
巻
き
の
道
を
走
り
降
り
る
よ
う
で

怖
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
あ
そ
こ
の
運

転
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（
こ
の
稿
は
ネ
ッ
ト
の
河
野
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
か
ら
本

人
の
了
解
を
得
て
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

東
京
の
空
は
狭
く
な
る
い
っ
ぽ
う

ム
ダ
つ
か
い
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

江
戸
川

河
野
ゆ
り
え

見てきました税金のムダづかい

●とき ＝３月18日（金）PM６・30
●ところ＝東京土建本部「けんせつプラザ」５Ｆ

●講師＝山家悠紀夫先生（暮らしと経済研究室長）

■主意＝消費税廃止東京各界連絡会

怒りの4・1行動への企画です。連絡会へは「消費税をなく

す会」も団体加盟しています。誘い合わせ参加しましょう

許
せ
ま
せ
ん
環
境
破
壊
と

無
謀
な
住
民
追
い
出
し
の
外
郭
環
状
道
路
計
画

練
馬
区
大
泉
の
関
越
道
か
ら
世
田
谷
宇

奈
根
の
東
名
高
速
ま
で
を
つ
な
ぐ
全
長
16

㌔
を
地
下
40
m
の
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
で
、

７
区
市
を
貫
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
世
界
で

も
例
の
な
い
と
い
わ
れ
る
総
事
業
費
２
兆

円
（
地
上
部
道
路
と
あ
わ
せ
約
１
m
１
億

円
超
）
の
外
環
道
路
計
画
。

66
年
都
市
計
画
決
定
、
70
年
建
設
大
臣

「
地
元
の
条
件
が
整
う
ま
で
は
」
と
凍
結

宣
言
、
99
年
石
原
知
事
が
道
路
専
用
地
下

化
に
す
る
と
表
明
。
国
土
交
通
省
凍
結
解

除
。
そ
の
後
、
石
原
知
事
は
「
地
上
部
道

路
（
外
環
ノ
２
）
も
つ
く
る
」
と
住
民
を

だ
ま
し
討
ち
。
市
民
は
外
環
道
路

計

画

の
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
意
思
を
反

映
し
問
題
解
決
を
め
ざ
し
て
07
年
に
発
足
、

市
民
に
よ
る
外
環
道
路
問
題
連
絡
会
・
三
鷹

を
結
成
し
て
運
動
を
続
け
て
け
て
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
住
民
代
表
が
外
環
道
６
７
０
m
分
で
全

国
の
保
育
園
待
機
児
が
２
万
人
分
解
消
す
る
な
ど
の

寸
劇
で
ム
ダ
づ
か
い
ぶ
り
を
披
露
、
長
大
な
ト
ン
ネ
ル

に
よ
る
地
下
水
脈
の
切
断
、
大
気
汚

染
、
環
境

破
壊
な
ど
詳
し
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「税と社会保障」学習会

消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
は
２
月

11
日
、
税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
バ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
は
元
共
産
党
都
議

団
事
務
局
次
長
の
末
延
さ
ん
と
都
職
労
港
湾
支
部

の
矢
野
さ
ん
、
市
川
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
雪
模
様
の
天
候
で
し
た
が
都

首
都
が
一
部
の
大
企
業
に
喰
い
荒
ら
さ
れ
る
！

外郭環状道路問題を考える会のみなさんの説明会



「
消
費
税
を
な
く
す
会
」
は
２
月
９

日
、
全
国
の
常
任
世
話
人
が
、
菅
首
相

と
与
謝
野
経
済
財
政
担
当
相
宛
て
の

「
消
費
税
増
税
計
画
の
即
時
中
止
を
求

め
る
要
望
書
」
を
内
閣
府
に
手
渡
し
、

「
国
民
の
暮
ら
し
も
中
小
企
業
経
営
も

苦
難
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
時
に
増
税
は
絶
対
認
め
ら

れ
な
い
。
大
企
業
に
行
き
過
ぎ
た
減
税

を
見
直
し
、
た
だ
ち
に
増
税
を
に
中
止

す
る
」
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

「
消
費
税
を
な
く
す
会
」
も
構
成
団

体
と
し
て
参
加
す
る
「
消
費
税
廃
止
各

界
連
絡
会
」
は
、
２
月
16
日
国
会
で
全

国
か
ら
結
集
し
た
代
表
が
こ
の
日
集
ま
っ

た
８
万
８
千
名
分
の
署
名
を
提
出
し
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は
東
京
の
皆
さ
ん
の

宣
伝
署
名
の
努
力
の
結
晶
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
千
万
人
突
破
目
前
で
す
。

引
き
続
き
宣
伝
署
名
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

菅
首
相
が
「
政
治
生
命
を
か
け
て
消

費
税
増
税
を
」
と
叫
ん
で
か
ら
各
地
の

署
名
が
２
倍
か
ら
３
倍
に
増
加
、
「
負

け
て
た
ま
る
か
！
」
と
宣
伝
・
署
名
へ

の
参
加
者
も
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
通
信
に
こ
め
ら
た
寒
さ
を
は
ね
返

す
に
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
杉
並
（
左
）
＝
ス
パ
ー
方
南
サ
ミ
ッ

ト
前
で
買
い
物
客
に
訴
え
。
「
こ
れ
以

上
増
税
は
ご
め
ん
」
と
33
名
が
署
名
。

▼
大
田
（
右
）
＝
２
月
13
日
毎
年
恒
例

の
池
上
梅
園
で
宣
伝
・
署
名
行
動
。
11

名
参
加
、
28
名
入
会
、
35
名
の
署
名
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
八
王
子
（
下
右
）
八
王
子
駅
北
口
。

す
ぐ
前
の
交
番
の
お
ま
わ
り
さ
ん
も
何

も
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
JR
巣
鴨
駅
＝
（
下
左
）
１
月
24
日
全

国
と
東
京
の
会
定
例
宣
伝
。
最
近
に
な

い
68
筆
の
署
名
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
板
橋
の
会
（
右
）
＝
志
村
３
丁
目

駅
前
13
名
が
参
加
、
31
筆
の
署
名
。

▼
葛
飾
＝
（
左
）
京
成
青
戸
駅
、
20
人

の
参
加
で
30
分
の
宣
伝
で
29
筆
の
署
名

は
新
記
録
で
す

消
費
税
を
な
く
す
八
王
子
の
会
は
、

消
費
税
の
導
入
直
後
に
立
ち
上
げ
ら

れ
、
今
日
ま
で
細
々
と
で
も
、
活
動

が
続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
最
も
大

き
な
要
因
は
、
当
時
の
発
起
人
の
一

人
、
鳥
羽
幸
雄
さ
ん
の
〃
執
念
〃
に

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
12
月
３
日
、
87
歳
で
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
た
鳥
羽
幸
雄
さ
ん
は
、
手

押
し
車
に
す
が
っ
て
で
も
宣
伝
に
参

加
し
、
自
分
の
言
葉
で
訴
え
な
い
で

は
い
ら
れ
な
い
人
で
し
た
。
宣
伝
が

終
わ
る
と
「
野
崎
さ
ん
コ
ー
ヒ
ー
飲

ん
で
い
こ
う
」
と
、
八
王
子
駅
北
口

近
く
の
喫
茶
店
に
寄
り
、
そ
の
日
の

宣
伝
の
ま
と
め
を
し
た
り
、
情
勢
を

語
り
合
っ
た
り
す
る
の
で
し
た
。

宣
伝
の
時
に
は
、
な
く
す
会
の
入

会
署
名
を
必
ず
机
の
上
に
置
い
て
、

入
会
を
呼
び
か
け
た
り
、
メ
ー
デ
ー

に
参
加
し
て
入
会
署
名
を
集
め
た
り
、

「
三
人
以
上
に
な
っ
た
ら
地
域
の
会

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
八
王
子
の
隅
々

に
ま
で
な
く
す
会
を
広
げ
る
ん
だ
」

と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
つ
い
最
近
、
身
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た
鳥
羽
さ
ん

の
手
足
に
な
ろ
う
と
思
い
「
荷
物
を

運
ぶ
く
ら
い
の
こ
と
な
ら
い
い
よ
」

と
協
力
を
申
し
出
た
ら
、
毎
月
の
宣

伝
で
荷
物
を
運
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

市
内
の
会
員
の
家
を
回
っ
て
「
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

「
東
京
の
会
の
事
務
所
で
世
話
人
会

が
あ
る
ん
で
車
で
運
ん
で
く
れ
る
？
」

な
ど
と
頼
ま
れ
て
安
易
に
引
き
受
け

た
り
す
る
内
に
、
い
つ
の
ま
に
か

「
学
習
会
」
や
「
総
会
」
の
計
画
に

参
加
し
て
、
つ
い
に
は
事
務
局
に
引

き
ず
り
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

鳥
羽
さ
ん
は
、
捺
染
の
職
人
で
あ

り
、
織
物
工
場
の
労
働
者
の
中
に
労

働
組
合
を
組
織
し
た
り
、
根
っ
か
ら

の
活
動
家
で
し
た
か
ら
、
私
に
は
と

て
も
真
似
の
出
来
な
い
行
動
力
・
説

得
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
安
心
し

て
後
ろ
か
ら
付
い
て
行
け
ば
良
か
っ

た
私
が
、
急
に
八
王
子
の
な
く
す
会

の
運
営
を
任
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
、

戸
惑
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
鳥

羽
さ
ん
は
う
ま
く
後
継
者
を
押
し
つ

け
て
旅
立
っ
た
な
」
と
、
ち
ょ
っ
と

悔
し
く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

「
折
角
鳥
羽
さ
ん
が
見
込
ん
で
く
れ

た
の
だ
か
ら
頑
張
ら
な
く
て
は
」
と

思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
二
人
だ
け
に
な
っ
て
も
宣
伝
は
必

ず
や
る
。
で
も
一
人
で
も
多
く
の
人

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
賑
や
か
に
や

ろ
う
」
と
考
え
、
毎
月
参
加
呼
び
か

け
の
「
は
が
き
」
を
20
人
に
送
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マイクで訴える鳥羽さん

鳥
羽
幸
雄
さ
ん
の
〝執
念
〟

消
費
税
を
な
く
す
八
王
子
の
会
事
務
局
・
東
京
の
会
常
任
世
話
人

野
崎

清

菅
首
相
と
与
謝
野
経
済
担
当
相
に

消
費
税
増
税
を
即
時
中
止
を
求
め
る

草
の
根
か
ら

旺
盛
な
宣
伝

消
費
税
各
界
連
絡
会
は

16
日
署
名
提
出
行
動

増
税
許
す
な
！

各地で


